
情 報 空 知２０１４年４月１４日（月） 第１号

3
月
29
日
に
安
倍

「
教
育
再
生
」
ス
ト

ッ
プ
！

憲
法
を
守

り
生
か
そ
う
全
国
学

習
決
起
集
会
が
東
京

で

開

催

さ

れ

ま

し

た
。
空
知
か
ら
の
参

加
者
は
、
夕
張
支
部

の
海
老
名
潮
美
さ
ん

と
深
川
雨
竜
支
部
の

関
屋
の
２
人
。
道
教

組
関
係
で
は
23
名
の

参
加
者
で
す
。

会
場
は
桜
が
咲
き

始
め
た
日
比
谷
公
園

野
外
音
楽
堂
。
歩
い

て
い
る
と
汗
ば
む
暖

か
さ
（
23
℃
位
だ
か

ら
北
海
道
の
初
夏
で

す
）
。

北
海
道
の
場
所
は

何
と
左
の
最
前
列
。

ス
テ
ー
ジ
を
食
い
入

る
よ
う
に
眺
め
ら
れ

る
絶
好
の
ポ
ジ
シ
ョ

ン
で
し
た
。
全
教
委

員
長
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
来
賓
か
ら
力
強

い

連

帯

激

励

の

言

葉
。
そ
し
て
、
基
調

報
告
に
続
い
て
、
全

国
の
各
地
の
仲
間
か

ら
「I

LO
VE

憲
法

メ
ッ
セ
ー
ジ
」
現
地

の
様
子
に
つ
い
て
リ

レ
ー
ト
ー
ク
が
続
き

ま
し
た
。

そ
の
後
、
憲
法
の
条

文
に
そ
っ
て
各

地
か
ら
の
ア
ピ

ー
ル
が
行
わ
れ

ま

し

た

。

い

ざ
、
「
憲
法
○

○
条
っ
て
何
に

つ
い
て
書
い
て

る
の
？
」
と
聞

か
れ
て
す
ぐ
に

返
答
に
行
き
詰

ま
っ
た
私
。
し

っ
か
り
学
び
直

さ
な
い
と
い
け

な

い

な

と

反

省
。メ

イ
ン
の
講

演
は
憲
法
九
条
の
会

事
務
局
長
の
小
森
陽

一
氏
。
短
い
時
間
だ

っ
た
け
ど
、
イ
ン
パ

ク
ト
の
あ
る
講
演
内

容
で
し
た
。
安
倍
政

権
の
目
指
す
も
の
と

そ
の
危
険

性
に
つ
い

て
バ
ッ
サ

リ
と
一
刀

両
断
に
語

っ
て
い
ま

す
。
日
本

教
育
学
会

会
長
の
藤

田
英
典
氏

を
引
用
し

て
、
安
倍

政
権
教
育

統
制
五
本

の
矢
に
つ

い
て
紹
介
。
そ
の
五

つ
と
は
①
思
想
統
制

の
矢
（
教
科
書
検
定

の
強
化
と
侵
略
戦
争

美
化
教
科
書
の
押
し

つ
け
）
、
②
教
育
統

制
の
矢
（
全
国
学
テ

の
学
校
別
結
果
の
公

表
，
競
争
主
義
の
激

化
と
学
力
の
空
洞

化
）
、
③
人
格
統
制

の
矢
（
道
徳
の
教
科

化

と

心

の

ノ

ー

ト
）
、
④
財
政
統
制

の
矢
（
教
育
予
算
と

教
職
員
の
削
減
）
、

⑤

行

政

統

制

の

矢

（
教
育
委
員
会
制
度

の

改

悪

）

と

の

こ

と
。集

会
後
は
、
東
京

駅
方
面
ま
で
デ
モ
行

進
。
途
中
、
東
京
電

力
（
本
社
な
の
か
な

？
）
ビ
ル
の
横
を
通

り
、
「
廃
炉
、
は
い

ろ
、
ハ
イ
ロ
～
」
と

シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル

を
し
な
が
ら
1
時
間

弱
歩
き
ま
し
た
。

全
国
か
ら
集
ま
っ

た
人
た
ち
の
姿
を
見

る
こ
と
が
で
き
，
本

当
に
あ
ち
こ
ち
で
頑

張
っ
て
い
る
人
た
ち

が
い
る
ん
だ
な
と
元

気
づ
け
ら
れ
る
集
会

で
し
た
。
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一. 私たちは、広範な労働者、労働組合との共同・
連帯をすすめ、働くものの生活と権利をまもり発展
させます。（全教綱領より）

つながろう、学ぼう、語ろう、踏み出そう！

空知教組発足時から書記を勤めて下さ
った久保文子さんがこの3月で退職なさ
いました。本当に長い間お疲れ様でし
た。そしてありがとうございました。な
お、4月からは空知教組の先輩、片山多
美子さんが書記となります。
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3月15-16日に道教組定期大会が行われ、空知からものべ
３名の代議員が参加しました。大竹、大島の両代議員の発言
の要旨をご紹介します。

【大竹代議員】

巡回指導教諭をや
って3年目。雨竜町
は小中連携ジョイン
トプロジェクトを行
っているため元々の
任期は1年だが3年や
ることになった。
子どもたちにどう

やって力をつけてい
くかという話にな
り、学力テストの点数をどう上げるかという話に結局はなっ
てくる。

一番びっくりしたのは､小学校で「先生、これテストに出
ますか」という質問。要はテストに出ないものは勉強する必
要がないと考えている。

チャレンジテストも初めは宿題や朝学習だったのが､次第
に授業の中で扱われたりする。

道教委の官製研修には年4回ほど参加している。そのたび
に言われるのは平成26年までにはなんとか点数を全国平均
以上に上げろということ。つい最近あった研修では、参加者
がブロックに分かれ、テーマに沿って話し合う。私のブロッ
クのテーマは「どうやって宿題を充実させるか」。私が言っ
たのは「宿題を充実させる前に、どうして宿題を出さないと
いけないんですか？」だったが、指導主事は取り合ってくれ
なかった。

こちらも余裕がない中、トップダウンで言われることが多
くなってきて、こちらも受けざるを得ない状況が生まれてい
る。すごく変化が早い状況だからこそ、私たちは学んでいろ
いろなことを意見として伝えることが大切だ。

【大島代議員】

私が空知教組
に入ったことを
話す。23年は北
教組。父親は高
校教員で組合活
動を熱心に行っ
ていた。不当な
異動を受けたが
組合の力で元に
戻れたので、子
ども心に組合っ
ていいもんだと言う気持ちになっていた。

社会的なことにも興味があったし、就職した時も組合に入
って当然という意識があった。当時は、北教組内で主流反主
流の闘いを見てこりゃすごいと思っていた。

何年かして空知教組ができたことを知った。ホントは私も
そちらに行きたかったが、それを言ったら職場の総スカンを
食うことが目に見えていた。異動したらと考えたが、実際は
うまくいかなかった。その後20年くらいたち、モヤモヤし
たものもありつつ北教組支会長等の役員もやってきた。

5年前、深川の一已中学校に異動した時に、特別支援学級
に山田隆司先生がいた。私も特別支援学級だったので、一緒
に仕事をしていく中で感銘を受けた。その山田先生が全教だ
と知って凄いと思い、心の中で拍手を送っていた。その時に
は、空知教組に入ろうと思ってはいなかったが、山田先生が
あと1年で退職という時に、「そうか、入るなら今だ！今を
逃したら二度と入れない！」と思い組合に入った。勧誘ゼロ
で奇跡の入会と言われた。

組合に入って自分の気持ちとしてすごく落ち着いた。北教
組からもパッシングはない。むしろ「良かったね」と言葉を
かけてくれる人がいたほど。北教組の人でも不満を持ってい
る人もいるはずだから、ぜひ声をかけてみよう。

3月1日（土）に第25回空知教職員組合定期大会が開催さ
れました。初めての試みで13時からの開始となりました
が、短時間にもかかわらず活発な意見が交流され、内容の濃
い大会となりました。新年度、組合を引っ張っていく組合役
員は右の表の通りです。大会後は、今期で勇退される書記の
久保文子さんを交えて賑やかな夕食会となりました。

【定期大会後のお食事会にて撮影】

２014年度空知教職員組合役員

櫻井監査委員は4月より滝川市立江陵中に異動


